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高齢福祉課長 

午後２時００分 開会 

 皆様おそろいになりましたので、始めさせていただきます。 

 高齢福祉課長です。 

 本日はお忙しい中お集まりいただき、ありがとうございま

す。また、日頃より地域包括支援センターの運営につきまして

多大なご協力をいただき、感謝申し上げます。 

 さて、12月社会保障審議会の介護保険部会にて、家族介護者

支援等の充実に向けて、センターの相談機能等を使うとか、職

員配置の柔軟化など、地域包括支援センターの体制整備につい

て意見が出ていまして、重要な課題となっているところです。 

 今後、地域包括支援センターにも求められる役割が増えてい

く中で、効率的にかつ効果的な運営をすることが、必要に迫ら

れているというような状況になっております。そういう状況も

ありますので、今後よりよい充実した運営ができるように、ぜ

ひ闊達な意見交換をお願いしたいと思います。 

 私からは以上です。 

 引き続き、議事進行については、会長、お願いします。 

 

会長  大変感染が拡大している中、また、10年に一度の寒波が到来

という中、いろんな事情を調整してご出席をいただきましてあ

りがとうございます。きょうも盛りだくさんでございますの

で、早速議題に入ってまいりたいと思います。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 では、次第の２番、前回議事録の確認でございます。 

 既に皆様方、事前に郵送していただいて、ご確認をいただい

ていると思いますが、追加で何かご発言はございますでしょう

か。よろしゅうございますか。 

 では、なければ、この会議終了をもって、前回の議事録を確

定とさせていただきたいと思います。 

 ここで、委員の出席状況、成立要件の確認ですが、９名の委

員さんのうち、現在９名ご出席ということで、本運営協議会は

成立をいたしておることを確認いたします。ありがとうござい

ます。 

 では、次第の３番、報告事項、ケアマネジャーのパンフレッ

ト製作についてでございます。事務局から説明をお願いいたし
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ます。 

 

事務局 それでは、資料の２をご用意ください。 

 ケアマネジャーのパンフレットの製作についてです。 

立川市の地域課題として、ケアマネジャーの担い手不足があ

げられており、委員の皆様からもいろいろな意見をいただきま

して、ケアマネ業務を周知するためのパンフレットの製作をし

たらどうかとご提案をいただいたところです。 

 前回の協議会でも、主任介護支援専門員連絡会からの意見

と、サービスを利用する市民の立場からの意見と、在宅医療連

携をしていく医療機関からの意見ということで、活発な協議を

していただいたところです。その結果、ケアマネジャー不足を

カバーするためのパンフレット製作ではなくて、ケアマネ業務

をきちんと市民の皆様、利用者の皆様にお伝えするためのパン

フレットが必要ではないかということになりましたので、切り

分けて作成をしていくという方向になったかと思います。 

 現在、ケアマネジャーの皆様方に、このようなパンフレット

製作が必要なのかどうか、必要である場合、製作協力を得られ

るかどうかのアンケート調査を実施する準備をしております。

結果がまとまりましたら、また、ご報告いたします。 

 

会長  ありがとうございました。経過報告でございました。また引

き続き進捗がありました段階でご報告をいただくということに

したいと思います。ありがとうございます。 

 では、次第の４番、協議事項に入ります。 

 （１）令和４年度の振り返りについてでございます。事務局

からご説明をお願いします。 

 

事務局  続きまして、資料３と、本日机上配付をしました「レーダー

チャートの資料」をご用意ください。 

 まず、「レーダーチャートの資料」を説明いたします。 

 令和２年度と書いていないほうが令和３年度のものになりま

して、先週、データが届いたものでございます。 

 こちらは、年に１回、国の調査がありまして、点線で示され

ているものが、立川市高齢福祉課の調査・回答したものになり
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ます。赤く塗り潰されているものが各地域包括支援センターが

自己評価したものが、このように見える化してお示ししている

ものになります。 

 令和３年度と令和２年度のものをご用意しておりまして、調

査項目が全く同じです。 

例えばですけれども、「総合相談を受けたときの終結の要

件」を、地域包括支援センターと行政が確認をしているかとい

う設問等があり、できているものが多いほど、この八角形のき

れいな形になっていくというものになっています。 

本来であれば、私ども高齢福祉課の評価と地域包括支援セ

ンターの評価が同じ形になるはずなんですけれども、今年度は

かなり形が「ずれている」ところがあります。ずれてしまって

いるからいけないとか、同じ形だからよいということではない

のですが、この「ずれ」を、高齢福祉課と地域包括支援センタ

ーとの対話によって、修正していくために使うツールになって

おります。 

 また、令和２年度と比べていただきますと、令和３年度のほ

うが面積が大きくなってきていると思いますが、できなかった

ことをそのままにするのではなくて、高齢福祉課と地域包括支

援センター長と共に、改善に向けて取り組んでおりますので、

だんだんときれいな正八角形になっていくのではないかと考え

ております。 

 令和４年度も、既に令和３年度にできていなかった部分につ

いてかなり取り組みましたので、また来年も違った図形になる

かなと思っているところです。 

 この後、各地域包括支援センターのセンター長より、５分程

度で振り返りの報告をしていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

会長  では、この後、各センターから５分ぐらいずつお話をいただ

きますが、その後、委員の皆さんから評価項目を頂戴したいと

思います。お一人お一人のそれが最大５分ですね。３分ぐらい

でまとめていただいて、評価項目の感想のようなものでも結構

でございます。お話をいただければと思っております。 

 それでは、センター長から順番にお願いします。 
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ふじみ包括  ありがとうございます。ふじみ地域包括支援センターです。 

 そうしますと、今年度の振り返りの資料でよろしいですね。 

 資料３をご覧いただきまして、各センター５分ということで

すが、ふじみ包括支援センターは基幹型の２ページから、基幹

型の部分と地域型の部分がございますので、一緒に５分以内で

と思います。 

 一つ一つの、多分項目ごとお伝えすると、ちょっと時間がな

くなってしまいますので、まずは２ページ目の基幹型地域包括

支援センターからですが、基幹型の場合は、全市的な各包括支

援センターを含めた、全市的な部分を担うところで書かせてい

ただいております。 

 それにつきましては、高齢福祉課と今年度から基幹ミーティ

ングということで、月１回、在宅支援係長と、包括支援センタ

ーの私と、担当者と、毎月の進捗会議を含めた１か月ぐらい先

の、前の予定をチェックしていきながら検討しました。それ

が、多分各センターの皆さんの誤解を受けないようにする効率

化というお話もありましたが、そういったことを中心にできた

かなというふうに思っております。 

 また、ＩＣＴとかそういったものも導入ということで、大

分、コロナも３年目に入りまして、ネットワーク、オンライン

の理解等もかなりスムーズにできているという部分で、そこの

ところと、一方で、やはり業務連絡会等、事例を扱うときなど

の個人情報で、対面での会議等も充実、大事にしております。 

 ちょっと地域型のほうを……もう１点だけ、基幹型では、地

域福祉フォーラムで、これも全市的に、今年度は各包括支援セ

ンター、福祉相談センターのご負担を少しでも減らしながら、

効果的にというところで、センター長会議も活用しながら、連

絡協議会のテーマとか、そこの進捗もできたところです。すみ

ませんでした。 

 地域包括が、地域型の部分が、すみません、７ページからに

なります。 

 これにつきましては、今回、地域包括ケアシステムの循環部

というものを意識して、第２層の小地域ケア会議を、地域の
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方々、ケアマネジャーであったりとか民生委員の方であったり

とか、具体的には郵便局の局長の方であったりとか、そういう

方に入っていただいて、実行委員会というものを始めました。

より包括支援センターの職員だけではなく、そういったいろい

ろな方々のお声を基に、小地域ケア会議のテーマだったりと

か、そういったものを決めていったことになります。 

 ほかにも多分地域で取り組んだ部分はあるかとは思います

が、代表的な部分でお答えをさせていただきました。 

 ふじみ包括支援センターからは以上になります。 

 

はごろも包括  はごろも包括支援センターです。よろしくお願いします。 

 はごろも包括は、12ページからのところになります。 

 私たちの包括支援センターでは、重点的に取り組んでいく業

務というところで、かなり力を入れてやってきたかなと思って

います。特にＩＣＴのほうでは、スマホ教室とか、スマホ教室

だけじゃなく、Ｚｏｏｍを活用するという教室とか、ＬＩＮＥ

というそれぞれのアプリとかの特性も含めて、皆さん広くスマ

ホ講座を実施できたかなと思っております。 

 あとは、予防教室に関しても、はごろも包括のほうでは、今

年度、毎月、月１回以上、様々な内容で工夫を凝らしてやろう

ということをモットーに行っておりまして、年度途中からのい

ろいろな、当初予定していた計画よりもさらに拡充して内容を

行えたかなと思います。 

 そこに内容的には書いてあるんですけれども、特にネイル体

験とかそういったところで、今までやってこなかったものを開

催する、こぎ着けられたというのは大きかったかなと思いま

す。 

 あと、小地域ケア会議のほうでは、先ほどふじみのほうでも

ご報告があったように、ボランティアさんや教育現場さん、ケ

アマネジャーなどから成る運営サークル制を取っております。

そこから地域の課題を吸い上げながら、今回のテーマがこうい

う形で、皆さんからの意見からこうなって、経緯があって、対

策しましたというようなことを皆さんにお伝えさせていただい

ています。 

 はごろも包括からは以上です。 



6 

 

たかまつ包括  たかまつ包括です。よろしくお願いします。 

 たかまつ包括は19ページからになっております。 

 たかまつ包括では、地域包括ケアシステムの構築というとこ

ろで、地域を丸ごと考えて、世代を超えた関係づくりとか、支

援される側も支援者として高齢にやっても特技を生かした活動

ができる場の検討など、自立支援に向けた取組の構築を行いま

した。 

 重点的に取り組む業務、事業というところに載せてあるんで

すが、ちょこっとボランティアさんの６名新規登録で、26名に

なり、若い方の参加も増えたことで、メールとかでのやり取り

ができるようになりまして、ボランティアのコントロールがし

やすくなって、密に連携が取れるようになっております。 

 また、このボランティアさんの26名の中には事業対象者や持

病をお持ちの方もいらっしゃいます。ボランティアに登録して

いただいて、その方のできる範囲内で声かけをして、ボランテ

ィア等に参加していただいたりしております。 

 次のページの総合相談事業のところが、総合相談業務のとこ

ろなんですけれども、うちは唯一テナント型ということもあり

まして、もともといろんな方がふらっと立ち寄ってくださるよ

うな場所ではあったんですけれども、居場所づくりということ

ではなかったんですが、センター前にベンチを置くことによっ

て、ふらっと立ち寄った方がそこでお話をさせていただいたり

とか、地域交流の場として少し馴染んできているような気がし

ます。 

 それから、ケアプラン作成のところも、ヘルパーさんの利用

を週２回から１回を目指すとか、元気になればヘルパー終了し

ていただくとか、卒業を見越した支援、地域の社会資源なんか

も活用をうかがいながら提案を行っております。 

 それから、小地域ケア会議に関しては、もともとたかまつ包

括のエリアには、居宅事業者が４つしかないという、事業者が

とても少ないエリアなんですね。なので、幹事制という形をも

ともと取っておりまして、地域のいろいろな方からの地域の課

題であったりとか、それからいろいろな基本例も挙げていただ
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くことによりテーマを決めて開催するという形になっておりま

す。 

 次に飛んで、隣のページの21ページのところの生活支援体制

整備事業のところに記載させていただいたんですが、小地域ケ

ア会議では、立川市がつくっている包括支援ネットワーク図の

循環図をその都度説明するようにしておりまして、初めのうち

は、いわゆる新しい展開になじめない方もいらっしゃったんで

すが、だんだんとご理解いただけるようになりまして、上げた

課題がどういうふうにほかの会議体につながっていくのかと

か、循環しているのかといったフィードバックを求める声も上

がり、会議の目的が少しずつ理解され始めているのではないか

というふうに思っております。 

 あと、22ページの認知症総合支援事業のところでは、今年

度、たかまつ包括は認知症地域支援推進員が配置になりまし

て、もちろんわかばさんとの兼務ではあるんですけれども、同

じデスクに並べているということで、相談がすぐできる、すぐ

訪問とかにつなげられるという即効性がやっぱり出るなという

のは実感しております。 

 認知症カフェについても、我々たかまつエリアでは、なかな

かうまく継続できなくて苦戦しておりましたが、何とか軌道に

乗り始めておりまして、口コミで少しずつ広がってきていて、

定着しそうな感じになっております。 

 23ページのところ、にんじん立川の地域交流スペースをアン

テナショップ登録、交流スペースという形で地域の方に使って

いただくエリアがあったんですが、コロナでずっと閉めており

まして、なんですが、ここで少しずつではありますけれども、

いろいろな催物、コーディネーターと一緒に企画いたしまし

て、少しずつ始めております。 

 今年度は学生の活動団体の御用聞きさんと、スマホの困り事

の相談会をやったり、あとは関東リハビリテーションの専門学

校からの申し出がありまして、理学療法士や作業療法士を目指

す学生さんたちがゲームとか革細工とかを行ったり、その後、

交流スペース（アンテナショップ以外）でも、地域サロンを行

っているんですが、そちらにも学生さんが来て盛り上げてくだ

さいました。 
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 あと、小学生向けの学習支援の企画があったんですが、この

ときはちょこっとボランティアさんで学習支援をしたいという

方がいらっしゃいましたので、その方にも参加していただくと

いう形で、いろいろな方にいろいろなところで活動していただ

けるような取組が、今年度はできたかなというふうに思ってお

ります。 

 以上です。 

 

わかば包括  わかば包括支援センターです。よろしくお願いいたします。 

 わかば包括支援センターでは、一番最初の25ページです。地

域包括ケアシステムの深化・推進というところで、重点的に取

り組むべき業務、事業として、暮らしやすい地域を一緒につく

る活動を住民視点でさらに発展させていく。みんなが顔なじみ

になり、互いに気遣う地域をつくるということで、力を入れて

きたかなと思います。 

 小地域ケア会議において、若年性認知症の当事者の方に話を

していただいて、いかに認知症になっても、地域で生活してい

くにはどうしたらいいかということを、集まった方々で話し合

っていただきました。それを基に、また次の小地域ケア会議で

は、自立というところを掲げて、自分のことは自分で決めたい

という、立川市の方針にも沿って、支援者が支援者の考えで本

人のプランを決めていくのではなくて、本人のどのようにして

いきたいかというところをちゃんと支援できる支援者になって

いきたいというようなことも、話をさせていただきました。 

 また、昨年度もわかば包括が避難行動要支援者名簿より抽出

した方の避難行動のプランを作らせていただきましたが、今年

度は、立川市の災害ボランティアネットさんに講師を依頼し、

自助、公助、近所というところで、いかにご近所が大切かとい

うところで話をしていただいて、私たちわかば包括と自治会の

メンバーと共に、その名簿に載っている方々の家を訪問をし

て、災害時にどのようにしたらいいか、どう動いたらいいかと

いうところで一緒に行動できたのはよかったなと思います。 

 もう一人、皆が顔なじみになりというところでは、昨年度オ

ープンさせたBASE☆298が少しずつ動き出していまして、昨年度

は、包括支援センターとして立ち上げのところはお手伝いをさ
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せていただいたんですけれども、今年度はボランティアの方々

や、そこを訪れる方々で、居場所づくりも自然につくられてい

くような印象を受けました。最初の頃は、ちょっと敬遠したく

なるような人が来たりとか、ちょっとあの人、ここにも居場所

がないんじゃないかというような人とかももちろん来られたと

きに、包括支援センターへ「ちょっと心配な人がいるんだけれ

ども、どうにかして」という声が上がってきたんですけれど

も、最近では、ボランティアの方々が特徴を捉えてくださった

り、あの方はこうするといいですよとか、逆にちょっと教えて

いただけるような、すごく地域の中で、地域住民の中で解決ま

ではいかないんですけれども、ちょっと支え合えるような姿が

見えてきたのを、とてもうれしく思っています。 

 また、当然なんですけれども、支援が必要な方は包括のほう

に声を上げてくださっていますので、いい関係づくりができて

きたなと思っています。BASE☆298のような場所が、やはりあち

こちにあることが必要だなというふうに感じていますので、こ

れからもそういう活動を続けていきたいなということを肌で感

じた１年でありました。 

 以上です。 

 

さいわい包括  さいわい地域包括支援センターです。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 さいわい地域包括支援センターは、32ページからの報告にな

ります。 

 まず、地域包括ケアシステムの構築という部分ですけれど

も、多世代食堂や次年度に向けた地域アンテナショップへの働

きかけができました。また、「○○になっても大丈夫」、昨今

何々すべき、何々でなければならないというような、そういう

風潮がはやっておりますけれども、○○になっても大丈夫とい

う言葉を用いずとも、多様性を許容する雰囲気ができつつあり

ます。次年度はもう少しこの言葉を用いるようにと言われてお

りますので、もっと使っていきたいなと思っています。 

 続いて、重点的取組事項というところですが、ＩＣＴの活用

という部分になります。スマホ教室を開催し、認知症カフェや

体操教室のリモート継続開催を行い、ＩＣＴを広めておりま
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す。市民からのメールも定着傾向で、対面で面談せずにメール

相談で終結した事例もございました。 

 続いて、包括的・継続的ケアマネジメント支援業務というと

ころになるんですけれども、33ページの（３）です。 

 小地域ケア会議の取組について、テーマ設定を５地区に絞

る。５地区の食または住宅などで、５地区にこだわった内容に

したり、また毎回、地域支援ネットワーク図の説明など、改善

を行っております。 

 そして、小地域ケア会議で出た地域課題などは、地域ケア会

議の報告書または他の連絡会などに報告をさせていただいてお

ります。 

 ４つ目が（４）の権利擁護業務です。 

 包括メンバーに社会福祉士が１人の配置となっております

が、その３職種の連携を図り、対応をしております。法人内連

携が悪いと感じたことを機に、虐待研修を開催した結果、虐待

の芽の段階で相談が立て込みました。法人部署の役割の違いや

立場を学ぶ機会となりました。 

 そして、ページをめくって35ページの６番、地域支え合いネ

ットワーク事業になりますけれども、在宅介護支援センター時

代から、介護サービスは利用せず、ちょこっとボランティアの

活動援助だけで過ごせていた方が、91歳で卒業となられまし

た。かなり難聴で心配したケースではございましたが、介護保

険を申請されて、サービスのご利用となったと。 

 また、民生委員との見守り懇談会を開催しておりますけれど

も、この年度は新たに砂川地区の懇談会を立ち上げることがで

き、情報交換も定期的に現在も行っております。 

 また、７番の人材の確保と育成という部分ですけれども、社

会福祉士など実習生の受入れを積極的に行いまして、将来の福

祉人材の確保に努めております。実習プログラムなど各種連絡

会などを活用してもよいことを確認しました。 

 総称して、その他という部分になるんですけれども、地域住

民から出前講座の依頼が今年度は多かった印象がございます。

次年度は、リモート開催している事業について、ハイブリッド

開催に移行できるとよいと考えております。 

 以上です。 
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かみすな包括  かみすな包括です。よろしくお願いします。 

 かみすな包括では、地域包括ケアシステムの深化・推進に伴

って、自助、互助を取り入れた工夫というものをの全体的な取

組に入れていけたかなというふうに考えております。 

 特に37ページになりますけれども、重点的に取り組むべき事

業としての取組ですが、特に小地域ケア会議の実施において、

グループワークを取り入れて、参加してくださっている関係機

関をファシリテーターに迎え、参加者の反応を取り入れながら

行うことで、関係機関の連携の意識を高めることができ、来年

度に向けての基盤ができたのではないかと考えております。ま

た、つながりを考える地域のネットワーク懇談会を実施してい

くことにもつなげることができたと考えております。 

 下の総合相談のところですけれども、介護保険制度について

的確に説明していくことで、社会資源の紹介を意識的に行うこ

とができたと考えています。今後、積極的に介護保険制度だけ

ではない選択肢を広げて、生活の在り方というもの、多様性の

ほうも広げていきたいなというふうに考えております。 

 38ページなんですけれども、地域包括的・継続ケアマネジメ

ントの支援業務というところですが、今後、エリア内外、昭島

も含め、事業所とネットワークをさらに深めていけたらという

ふうに考えております。 

 39ページ、生活支援体制整備のところでは、自治連のホーム

ページなどに掲載させていただき、今後も介護予防教室だった

りとか、包括支援センターの情報発信に努めていくべきだと考

えております。 

 あと、任意事業でありますが、家族介護者支援のところです

けれども、地域の学びたい、知っておきたいというニーズだけ

ではなくて、その知識を身近な方に広めていただけるような取

組を意識して地域の介護力の向上をめざしております。そのた

め参加者のほうは定着しておりまして、少しずつ外に向けて発

信していただけるような状況ができているのかなというふうに

考えております。 

 かみすなとしては以上です。よろしくお願いいたします。 
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事務局  センター長の皆様、ありがとうございました。 

 何かご説明が足りなかったというセンターがあれば補足でき

ますが、いかがですか。 

 それでは、事務局の説明は以上となります。よろしくお願い

いたします。 

 

会長  ありがとうございます。 

 では、各委員の皆さんからの評価コメントを頂戴できればと

思います。３分程度で、感想のようなものでも結構ですし、こ

こがよかった、あそこがいまいちじゃないか、そういうご意見

でも結構でございます。 

 では、順番にですが、Ａ委員からお願いしていいでしょう

か。お願いします。 

 

Ａ委員  さようでございますか。 

 どうも、立川のケアマネジャーのＡですけれども、よろしく

お願いいたします。 

 素朴な疑問でいいんですか。 

 冒頭頂いたこのグラフの見方と、今、包括支援センター長さ

んが説明したこの冊子の見方が分からなくて、この回、おおむ

ね達成できたのは、チェックがいっぱいここに入っているんで

すけれども、この表、このグラフは全然剝離しているんですけ

れども、どう見ればよろしいんでしょうか。このグラフとこの

それぞれの冊子の達成できたとか、チェックは。 

 

事務局  ありがとうございます。 

 グラフ（レーダーチャート）は、単純に国が設定している評

価項目がありまして、それが達成できているか、できていない

かというものになります。 

 こちらの評価項目につきましては、委員の皆様に提示ができ

ていないので、この項目が、どこができていないのかというも

のを見るのは、少し今は困難かと思っております。 

 資料３につきましては、上の段が、地域包括センターが令和
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４年４月に計画として立てたものになりまして、その計画に対

して、この振り返りの時期にどこまで達成できているかという

ことが下の欄に書いてあります。「達成できた」「おおむね達

成できた」というものは、これもどこまでできたら80％なのか

等、地域包括支援センターと高齢福祉課、地域福祉コーディネ

ーターで12月に振り返りを行いまして、このレベルではないか

ということで、３者で確認をしてチェックがついているという

ことになります。 

 

Ａ委員  どっちを、こっちを主に参考にすればいいですか。 

 

事務局  どちらも見ていただけると。 

 

Ａ委員  謙虚なのか、皆さんは低くグラフのほうをつけているところ

が多いようで、こっちの冊子を見ると、ほとんど「おおむね達

成できた」以上が書いてあるのでと思いまして、ちょっとそこ

を伺いました。ありがとうございます。 

 

事務局  立川市の中でできていない部分は、「介護予防ケアマネジメ

ント」ですが、設問として「介護予防ケアマネジメント・介護

予防支援を委託する際の事業所選定について、公平性・中立性

確保のための指針を作成し、地域包括支援センターに周知して

いますか」という項目がありまして、これは、こちらは私ど

も、実は作成できていません。地域包括支援センターよりも前

の「在宅介護支援センター」の時代に、在宅介護支援センター

がケアプランを抱え込んでしまい、居宅介護支援事業所にケア

プランが回らなかったということがありまして、その頃のこと

を引きずった項目ではないかと考えています。現在は、予防プ

ラン委託を受けてくれる事業所が少なくなっているため、地域

包括支援センターが抱え込まざるをえない状況になっていま

す。評価項目の設問にありますので、取り組まなければならな

いことは承知していますが、優先順位が低くなっており、未だ

にクリアできていない現状があります。 
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Ａ委員  ありがとうございます。何となく分かりました、裏側が。あ

りがとうございます。 

 

会長  そうですね、事前の説明が足らなかったかもしれません。す

みません。これ、全然リンクしていない、連動していない話で

すね。こっちの話。 

 

Ａ委員  そうですよね。そういうことですよね。 

 

会長  そうです。まずそうだというのがあります。 

 こちらのほうの話でも結構ですし、こちらのほうの様子でも

結構でございます。 

 では、Ｂ委員、お願いします。 

 

Ｂ委員  歯科のＢですけれども、人材の確保と育成のところで、ふじ

み包括さん、11ページの大学からの実習生とか、さいわいさん

の看護学生とか社会福祉士の実習が来る。こういう取組という

のは、何か非常にいいかなと思いました。自分も学生のとき

は、ある時期から院内教育といって実際に病院に入って、それ

で各科、例えばうちらだと入れ歯の科だとか、口腔外科とか矯

正科とか、そういう各科、ある時期回って、実際に患者さんと

接するときもありますし、診させてもらうという時期がありま

した。そういうようなものというのは、実際に中に入って体験

すると、非常にこういうものは魅力的だなとかというものもま

た分かる部分もありますし、逆に魅力がないなと思うかもしれ

ませんけれども、でも、こういう教育がいいかなと思いまし

て、これはどこかの大学、例えば大学なら大学と連携してやっ

ているのかちょっと分からないですけれども、ふじみ包括さん

だけじゃなくてほかの包括さんのところも、まあそんなにやる

ことは違わないのかもしれませんけれども、そうやって回って

ほかのところも見られるような、そういう何かシステムづくり

があればちょっといいのかなというふうには思いました。 

 あとは、どうしても在宅医療・介護連携推進事業のところに

目がいくんですけれども、21ページで、歯科はどうしてもいろ

んな面で他に比べれば、後回しになってしまうようなとこもあ
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ると思うんですけれども、暮らしの保健室というのが、これは

歯科衛生士さんにちょっと行ってもらったんですけれども、こ

れは一応私のところに依頼が来まして、知り合いの歯科衛生士

さんにちょっと依頼して、お話をしてもらったというところが

ございます。歯科のほうも、今、歯科医師会で訪問歯科をやっ

ている先生というのが大体把握しております。その中でもちょ

っとした虫歯の治療だとか、要は入れ歯を直したり、いろいろ

作ったりとかいうところから、定期的に口腔ケア、定期的に行

って、継続的に行っている医院、そういうものを結構専門的に

取り組んでいる医院というのも一応把握しておりますので、そ

の辺が今後うまく連携をしてやっていければいいかなというふ

うに思っております。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。 

 では、副会長、お願いいたします。 

 

副会長  全般的な感想みたいな感じになりますけれども、結構スマホ

講座とかＩＣＴの活用で、そこら辺が目についたかなという感

じで、本当にもうガラケーというのはないか、もう３Ｇがなく

て、今、４Ｇ、５Ｇというところで、スマホが当たり前の時代

になってきています。それに取り残されないという形、あと、

スマホというのは結構売れる、使えるところなんだと思うの

で、そういうところの講座を開いてもらったというところと、

あと、地域アンテナショップですかね。これが続々といろいろ

なところにできつつあって、早速それをかなり活用して、よか

ったと思っています。そういうところが見られて、環境とかで

すかね。そういう時代に沿って、流れに沿って、ぜひそれ以外

の面で皆さんと一緒に協力することがあれば、そういう対人援

助的な大変なところがございます。こちらを新しい取組にして

いるというのは、非常に何か脱帽する思いです。 

 以上です。 

 

会長  では、Ｃ委員、お願いいたします。 
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Ｃ委員  私のほうからちょっと２点、各センターのほうに聞きたいん

ですけれども、これを作成して、職員の人たちに皆さんこれを

見せているんですか。関知しているんですか、全員。じゃ、も

う全部職員の方も知っているわけですね、この評価表は。それ

で認識しているわけですね。それがまず１点。 

 あと、この中で、立川市との連携の件で、どのセンターも連

携がうまくいっているというコメントが多いんですよね。本当

なのかなと。ちょっとあまりにも、ごまというんじゃないけれ

ども、あまりにもきれい過ぎかなと。もうちょっとざっくばら

んに本音をこういうところでぶっちゃけたほうがいいのかな

と。本当に立川市がこうやってみんなの意見を聞いてくれてい

るのか。また、立川市のほうから、こういう問題を押しつけら

れたときに、イエスと言える、ノーと言える立場なのか、言え

ないのか。いろんな、これは支援によって違うと思いますけれ

ども、そこのところの連携を本当に今後スムーズにやっていか

ないと、センターのほうだけで全部負担がかかっていっちゃう

し、また逆に行政のほうだけに負担がかかっていっちゃうし、

その本当の連携というものが、スムーズに今後進めていかれる

のか。職員の人数も含めて。 

 絶対、僕はいつも思っているのは、最後は人です。幾らＩＴ

が進もうが何しようが、最後は人が心を詰めて、特に年寄りを

大事にいたわるのは、もう心きりないんですよね。だから、そ

ういう連携をぜひやってもらいたいので、立川市との連携を、

どのように皆さんは思っているのか、ちょっと聞きたいなと思

っています。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。 

 この振り返りの公的な文書、文字で書くのはなかなか難しい

ところがあろうかと思います。今、この場で言ってというと、

それも難しいかもしれませんけれども、もし言いたいことがあ

れば、この場を使って言っていただいて、きょうもお２人の部

長さんが来ていただいて、聞いていただいています。各主要な

課長さんも来ていただいていますので、もしあれば。 

 また、きょうこの場で言うのは……手が挙がらなそうです
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ね。この場で言えないようなことでも、ほかの場でちゃんと率

直に、今、Ｃ委員がご指摘くださっているように、率直な意見

交換の場を別途持てるようにしておいていただきたいと思いま

す。そういう、こんなベースの話ができないようであれば、確

かに問題なので、それはこの場で出していただいて、そういう

場をつくってほしいということは、提案・提言したいと思いま

す。 

 じゃ、ふじみ包括。 

 

ふじみ包括  では、ふじみ包括支援センターのほう、基幹型という立場

で、じゃ、ちょっとお話しさせていただきますと、６ページの

一番下に書かせていただいたように、包括支援センターと福祉

相談センターの意見集約を行いという部分を書かせていただい

て、下の連携というところで、②のところで、先ほどもちょっ

とご紹介させていただきましたが、基幹ミーティングを毎月行

っているということがございます。その中では、センター長会

議等だけではなく、各事業体が課題として上がってくるような

ことで、行政外との連携というところでは、例えばケアマネジ

ャーと生活福祉課であったりとか、今度この月末とやります

が、障害福祉課とも意見交換の場を、高齢福祉課に窓口になっ

てもらい、設定したりしております。 

 今、Ｃ委員からもそういうお話をいただいたので、ちょうど

この時期が令和５年度の上の枠です。枠をつくる計画の部分の

ことになりますので、ちょっとそういう令和５年度に向けて、

センターとしても忌憚ない計画を立てていきたいなと思ってお

ります。 

 僕のほうは以上になります。 

 

会長  ありがとうございます。 

 本当に連携はできているみたいです。 

 

Ｃ委員  安心しました。 

 

会長  ありがとうございます。 

 では、Ｄ委員、お願いします。 
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Ｄ委員  私も、地域福祉安全状況というのは、本当に人をつなげる、

本当にすばらしいことだと思うんです。ＢＡＳＥ☆298なんかも

だんだんと活性化してきているということ、それから、たかま

つ包括のあそこのスペースを利用しての話合いとか、やっぱり

ベンチが置いてあって、そこで誰でも座ってしゃべれるとか、

そういったあまりハードルが高くない、そういうところがどん

どんできてくるといいなというふうに思います。 

 何かコロナで、やっぱり高齢者も外に出ないことに慣れてし

まって、うちにいるのがだんだん心地よくなってきてしまって

いる方も多いので、なるべくいろんな認知症の予防の意味も含

めまして、気楽にちょっと入ってもらえるようなところが充実

してくるといいなというふうに思います。 

 ちょっと忘れてしまいましたので、私からは、じゃ、そうい

う感想。よろしいですかね。 

 

会長  はい、ありがとうございました。後で思い出したら全体の中

でお願いします。 

 

Ｄ委員  そうですね。 

 

会長  Ｅ委員、お願いします。 

 

Ｅ委員  はごろも地域包括センターと、それからさいわい包括センタ

ーのところで、講座です。スマホ講座とか、それからＺｏｏｍ

とかＬＩＮＥ体験とか、それから立川市なども関与されてい

て、私もすごく興味があります。 

 それで、そこでその目的なんですよね。目的と目標というふ

うに、ちょっと考えたときに、現在、昨日も、今日もですね。

立川市でＬＩＮＥができまして、今、１万1,000人ぐらい登録者

がいるんですけれども、それがすごく急速に増えていて、私も

本当に１か月の間に物すごい勢い、１日の間に物すごい勢いで

増えているんですね。その数字はどこからくるのか、ちょっと
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よく分からないんですけれども、それに私はつながるというの

が、講座を開いて、ＬＩＮＥのお友達になって終わらないで、

立川市の講座としてやるのであるから、やはり立川市のＬＩＮ

Ｅにつなげたい。そして、それがどこにつながっていくかとい

うと、やはりこういういろんな高齢者福祉の情報とか、それか

ら何か地域包括センターからの発信元として、ＬＩＮＥのツー

ルを使いたいというのが、私が意見として上げていました。 

 それなので、ぜひ、講座は終わりました、これをやりました

という、その後かな。そういう意味では、もういいんですけれ

ども、ぜひ目標と目的です。それによって、無理やりにつなげ

るということではなくて、やっぱり最終的に立川市のＬＩＮＥ

を発信したものを受信してほしいというところですかね。そう

いうことを考えました。考えております。 

 それから、あと、権利擁護に関しては、このグラフを見まし

たら、権利擁護のところで、どういうふうにちょっと見るか、

私はよく分からない……全部100％というふうに出ているのです

が、これはどういうふうに、いろいろ100％計画したことが、そ

のとおりいったという意味ではなくて、どういうふうにしたら

いいのか、ちょっと見方を助けていただきたいんですけれど

も、どうしてかと、ちょっとやっぱりそこのところが気になっ

ていて、これから権利擁護のところでも、ちょっとこれは大事

なことになってくるのかなというふうに思っておりまして。 

 

事務局 事務局です。 

 全体で59の設問項目がありまして、どの項目が、どのように

評価されているのか解説がないのでわかりかねるところがあり

ます。 

 

Ｅ委員  ありがとうございます。 

 今、さいわい包括支援センターの33ページを見ているんです

が、権利擁護業務というところです。真ん中あたり、（４）の

ほうの権利擁護業務の真ん中あたり、高齢者虐待防止法や成年

後見制度について、市民へ分かりやすい講座を実施し、普及・

啓発を進めていきますというふうになっていて、進めていきま

す。それは、進めていきますということで、持続して継続して
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やっていくということで。 

 

事務局  そうですね。権利擁護の設問としては、「成年後見制度の活

用を図るための取組を行っていますか」という設問ですとか、

「高齢者虐待に対して迅速に対応していますか」「消費者被害

の防止の取組は行われていますか」という項目があります。立

川市では全て執り行っていますので、これを「はい」というチ

ェックにしたところ、このような形になっているという形で

す。 

 

Ｅ委員  よく分かりました。ありがとうございます。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。 

 どうも今のお話は、権利擁護の項目は、立川はある程度進ん

でいるので、100点が出やすい項目のようでしたね。 

 昨年度は全部のセンターが100％、今年度はかみすな包括が

80％でしたね。ほかは100なので、ここは何となく気になっちゃ

いますね。100％が出てもいいような気もしますが、何か、かみ

すな包括、心当たりありますか。 

 

かみすな包括  ありがとうございます。 

 どの項目が拾われてその80％になっているのかが不明であり

ますので、分からないです。 

 

会長  ありがとうございます。 

 ちょっといろんな質問に答えて回答してと、国のほうで何％

できていると勝手につけて、勝手にじゃないんだけれども、根

拠は何かあるんでしょうけれども、根拠が開示されなきゃ分か

らないですね。でも、とても重要なご指摘をいただいて、あり

がとうございました。 

 では、Ｆ委員、お願いいたします。 

 

Ｆ委員  Ｆです。 

 各センターの地理ですとか地域性に即した取組が多数行われ
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ていまして、住民も新しい情報、そういったものについていか

なければいけないなというふうに率直に思いました。 

 また、ついていけないような方に対するサポートも、これか

ら必要なのかなと思っています。 

 それから、ＩＣＴについて、各センターとも積極的に取り組

まれていると思います。繋がるということが大事で、今、タイ

ムリーに防犯などに利用したり、逆に利用されないような情報

提供や啓発などが必要かなということも切に思っています。 

 逆にちょっとアナログなまちねっとなんですけれども、私は

地域のことに関心を持ったきっかけというのは、まちねっとを

見てということで、恐らくあまり全戸配布でこのようなチラシ

が配られている自治体というのはないんじゃないかなと思いま

して、知り合いの方にもちょっと聞いてみたりもしたんですけ

れども、こういった、アナログですけれどもどの世代にも有効

な装いのほうも、魅力あるものを発信していただければと思っ

ています。 

 それから、もう本当に一市民として、今回の報告を拝見しま

して率直に思ったのが、やはり各センター、皆様の会議体も多

くて、報告などの書類も非常に多くて、職員の皆様が大変な思

いをされているんじゃないかなというふうに、本当に懸念して

おります。今後も地域のために頑張っていただければと思いま

す。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございました。 

 ご指摘のとおり、まちねっと、大変立川のオリジナルな取組

で、こつこつ手作りから初めて、最初は１枚で、コピー機でつ

くったまちねっとから始まっています。当時、地域福祉コーデ

ィネーターがポストインを自分でしてまちを歩いてやっていっ

たところから始まって、地域包括支援センターと一緒につくる

ようになってから予算がついたりして、大変、全戸配布という

ことに、本当に先進的な取組になっていますし、効果がありま

すので、非常に評判がいい。評価が高い声しか聞かないという

ぐらいな感じです。 

 このアナログと言えばアナログな取組が非常に評価されてい
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るというところは、無視できないかなと思いますし、そういう

ことで、私も実は認識がちょっとずれていたとか、なかったと

いうか、全戸配布と、今、Ｆ委員から言ってもらいました。全

戸配布というのは私もずっと言っていて、全戸配布だと思って

いたんです。 

 

Ｆ委員  違うんですか。 

 

会長  ところが、正確に言うと、最近知ったんですけれども、全戸

配布、全戸というのは、全ての世帯のポストのうち、チラシお

断りと書いているところには入れていないということが分かり

まして、それというのはどうなんだろうと、実は非常に、私は

個人的にはううんと思って、とかくチラシお断りという、あま

り情報を欲しくないですという感覚がもしあってそうだとした

ら、孤立しているご家庭なんじゃないだろうかという危惧があ

って、大体集合住宅で独り暮らしで住んでいる方のところと

か、チラシお断りと結構貼ってあったりするという実態を、何

となく実感として思っています。そういうところにこそ、こう

いうところで地域とつながっていてほしいなと私は思うもので

すから、いや、どうしようと。チラシはお断りと、拒絶したが

っているところに入れられないという感想を、すみませんでし

た。便乗で意見を申し上げました。 

 Ｃ委員、どうぞ。 

 

Ｃ委員  今、会長がそういうことを言われたので、自分の件に係りま

すと、うちもチラシお断りとポストに貼ってあります。ただ、

チラシです。こういうものはチラシとは言わないと思うんです

よね。そこのところをちゃんと市民のほうも認識しないと、チ

ラシというのは、もう要するに媒体ですから、これは媒体じゃ

ないんだよね。これはもう立川市の広報の一環だと思っている

ので、そこはあまり心配する必要はないのかなと。だから、ポ

ストインしても構わないんじゃないかなと僕は思っていますけ

れども。 
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会長  というご意見でした。それがどう反映されるかちょっとあれ

なんですけれども、じゃ、Ｃ委員のご家庭のポストには、まち

ねっとは入っていない感じですかね、やはり。ポストに。あい

あい通信とか入っていますか。 

 

Ｃ委員  入っています。 

 

会長  入っていますか。 

 

Ｃ委員  はい。 

 

会長  じゃ、配布の人が、あいあい通信のときは、すっと、この家

には入れていいと判断したんだと思います。だから、ルール的

には入れないことになっているらしいんですね。 

 

Ｃ委員  ああ、そうなんですか。 

 

会長  ちょっと私もびっくりしちゃったんですけれども、そうです

ね、Ｃ委員がおっしゃるとおりだと思います。非営利活動のも

のは、営利活動のチラシを……ちょっと言いたいことを言いま

す。営利活動を目的にしているチラシはお断りという意味合い

で、チラシお断りと書いているんだと思うんです。こういう非

営利活動の情報を断ろうと思って、チラシお断りと出している

んじゃないと思うんですけれどもね。でも、実態はそういうこ

とらしいんです。 

 すみませんでした。話が横にそれましたが、ありがとうござ

いました。 

 評価項目、皆さんからもいただきました。おおむねよくやっ

ているというご評価をいただいたように思います。 

 私も皆さんと意見が重複するといけませんから、もうやめま

すけれども、非常に地域を耕すということを意識して、地域ネ

ットワークの構築に皆さんご尽力いただいていることを、とて

もすばらしいなと思います。 

 それから、ＩＣＴの活用について、計画にうたって、そして
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それをちゃんと実行しているというところも評価できると思い

ました。オンライン相談などについても、やりますと書いてあ

ったんですが、ちょっと表、振り返りのところで、あまりオン

ライン相談を始めてよかったですとか、ちょっとあまり見えな

かった。逆に言うと、オンライン相談はあまり効果がありませ

んでしたみたいな振り返りもなかった。ちょっとそこは、よく

これを読ませていただいた中では、分からなかったなという

か、伝わってこなかったなと思いますので、もしまだ補足のご

説明があればいただきたいと思いますし、この地域包括支援セ

ンター運営協議会でも、皆さんとご相談してオンライン相談を

始めるということを支持しているわけなんですが、それと同時

に時短ですよね。夜間の終わりの時間を早めるという取組をし

ました。そのことについて、これはオンラインの相談と一体の

ことなので、やったことによって特に大きな問題はなかったの

かとか、順調に進みましたとか、そういう振り返りがあっても

よかったのかなと思っております。 

 あわせて、この運営協議会では、土曜日もお休みにしていい

んじゃないかという提言というか答申を当時いたしましたけれ

ども、実際には土曜日も、今、開けているという状況なので、

まあ昨年度の振り返りですから、そこまで踏み込まないまで

も、来年度はそこはどういうふうに開けていって、意味がある

のかないのかというようなところも、検討というか再確認して

いただくのもいいのかなと。ちょっと話が広がり過ぎましたけ

れども、そこはそんなことを感じた次第でございます。 

 あと、何か補足説明とか追加意見とかありますか。どうでし

ょうか。 

 それでは、振り返りにつきましては以上とさせていただきた

いと思います。 

 次の項目、次が実施方針についてでございます。事務局から

ご説明をお願いいたします。 

 

事務局  それでは、資料４をご用意ください。 

 立川市が地域包括支援センター運営事業を法人に委託をする

場合に、事業実施方針をお示しすると介護保険法の改正があり

ましたので、数年前から執り行っているものでございます。 
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 当初、Ａ４の紙１枚ぐらいの実施方針でしたけれども、だん

だん欲張りになってきまして、来年度は３枚になってしまいま

したので、よろしくお願いいたします。 

 いろいろな実施方針を提示しましたが、全て取り組んでいく

ということではありませんで、地域包括支援センター６圏域の

中で、それぞれ地域の特性がかなり明確に出てきておりますの

で、地域包括支援センターによっては、地域の中でこの取り組

みは必要ないというものがあるかもしれませんし、逆に私ども

のほうで分析し切れていなくて、実施方針には書いていないけ

れども、取り組まなければならないというような課題があるか

もしれませんので、そこはご容赦いただきながら取り組んでい

ただきたいと思います。 

 説明させていただきます。 

 まず、１ページ目の１番のところ、立川市地域包括ケアシス

テムの構築の方針です。特徴的なのは、５番目のところに「ふ

くしのお仕事」の入り口を意識した取り組みを、来年度取り組

んでいきたいと思っております。上の重点取組事項の星印の２

つ目に書いてありますように、「介護人材の確保と育成」が、

今後課題になってくると思いますので、いろいろな形、先ほど

の、委員から、実習生の受入れがたくさんあってよいというご

評価をいただきましたが、それも「ふくしのお仕事の入り口」

に該当すると思っております。 

 それから、ヘルパーの資格がない人が、簡単な介護・家事援

助サービスを手伝っていただくということで、「生活支援サポ

ーター養成研修」などもやっておりますが、そちらも入り口の

一つ。先ほどから出ております「ちょこっとボランティア」も

入り口の一つ。「地域アンテナショップ」に集まってくる皆様

も、その人材として、地域の宝物として見ていきたいと思って

おります。というのが、今年度、ちょこっとボランティアか

ら、民生委員に立候補した方が２件ぐらいあったというふうに

伺っております。こちらは推薦なので、ご本人がやりたいと手

挙げがあっても、最終的に選任されるかどうか、ちょっと私ど

もそこまでは情報として持っておりませんが、ある地域包括支

援センターの小地域ケア会議の中で、民生委員さんが足りない

という話が出たときに、ちょこっとボランティアが、「私、や
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ってもいいわよ」みたいな形で、つながったというお話も聞き

ますので、地域に眠っている福祉人材、まだまだたくさんある

のかなと思っていますので、ここはちょっと意識してつないで

いきたいと思っております。 

 それから、先ほどから出ておりますが、⑦のスマホ教室な

ど、ＤＸに関する取組を支援ということで、高齢者なので、も

うパソコン、スマートフォン関係なくという時代ではなくて、

前回、委員からもご意見いただきましたマイナンバーカードを

含む電子決済や、契約書類等のペーパーレス化が課題です。 

スマホで全て契約をしてしまっていて、今、電気の自由化、

ガスの自由化もありますので、電気が止まったときに、どこの

電気会社と契約しているか分からないような状況が実は起きて

います。恐らく、いわゆるガラケーからスマホに替えるとき

に、一緒に電気も抱き合わせで替えていたりすると、契約書や

請求書などが全てスマートフォンの中に入っているので、自分

がどこの電気会社と契約しているか分からない。支援者もそれ

は分からないので、電気の復旧ができないという事例もありま

す。また、ヘルパー事業所からは、これからもし「ＰａｙＰａ

ｙで買物に行ってくれ」と言われたらどうしようかというよう

なことも、今、課題に上がっているところで、これが地域課題

になっていくと考えており、取り組みが必要であると思ってい

ます。 

 それから、２ページ目の４番のところ、「介護予防に係るケ

アマネジメント」です。こちらは「総合事業利用者のケアマネ

ジメント」になりますが、幾つかの地域包括支援センターから

も話がありましたように、１番のところで、「介護保険制度に

頼らない生活のコーディネート」というものを意識していきた

いと思っております。 

 先ほどの介護人材の確保の課題の話もありましたけれども、

これから人口減少していく日本の中では、介護業界だけではな

く、委員もおっしゃっていましたが、医療の現場でもどこの現

場でも人材確保が困難な状況になっていきますので、できるだ

けこういったものに頼らず、自分自ら、いわゆる「ゼロ次予

防」に取り組んでいただきながら、自分の人生を組み立ててい

く。前回も、委員から、「自分の人生、自分で責任を持ってほ
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しい」というようなお話をいただきましたので、そういったこ

とを意識して、来年度取り組んでいきたいと考えているところ

でございます。 

 本日、委員の皆様方に実施方針（案）についてご承認いただ

きましたら、先ほどの振り返りと併せて、地域包括支援センタ

ーが次年度の計画を立てていくものになっておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

 

会長  ありがとうございます。 

 何か皆さんからご質問、ご意見等ございますでしょうか。 

 

事務局  すみません、１つ説明が漏れました。 

 １ページ目の２番のところの日常生活圏域レベルのところな

のですが、こちらの、何度も上がっておりますけれども、２番

のところで、「地域支援ネットワーク図・循環図」を地域に浸

透させるということで、既に小地域ケア会議の中で、地域包括

支援センターから地域への情報発信をしていただいております

が、そちらに集まってくる人たちだけではなくて、例えば企業

の皆様ですとか、そのほかのところにももっともっと浸透させ

ていってほしいと考えているところでございます。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。 

 何か皆さんからありますか。皆さん、おおむね納得でしょう

か。この方針でやってくれればいいということですね。 

 センター長さんに、この方針についてコメントが欲しい、は

い。じゃ、お一人ずついきましょうか。 

 どなたか、まず私がしゃべりたいという方はいらっしゃいま

すか。 

 じゃ、いつも同じ順番ですが、ふじみ包括からお願いしま

す。 

 

ふじみ包括  ありがとうございます。ふじみ包括支援センターです。 

 この事業の実施方針ということでは、今までずっと続けてい
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きつつ、新たなネットワークをつくっていただきたいかなと思

います。 

 先ほどＣ委員からもご指摘いただいたように、８番の市町村

との連携方針のところになっていくと思いますが、一つ言え

ば、行政側に来所される窓口との包括との連携ということは重

要だというふうにも思っていますので、それについては、来年

度の事業の計画策定の中で、委員からのご指摘も頭に入れなが

ら、各包括支援センターのメンバーにも徹底していきたいと思

っております。 

 以上です。 

 

会長  じゃ、一言ずついただきましょうか。 

  

はごろも包括  この資料を頂いた時点で、しっかり読んできたつもりですの

で、これに沿ってやっていきたいと思います。 

 特にうちの地域では、これを守りたいというようなものを、

また皆様にお示しできるようにと思いますが、今の時点では、

やはり予防教室の充実と、あと、地域とのつながりを強化して

いきたいというふうに考えておりますので、また計画に起こし

ていきたいと思います。 

 以上です。 

 

たかまつ包括  たかまつ包括です。 

 地域包括ケアシステムの構築ということで、みんな同じ方向

を向いて今まで動いてきております。それについては計画で示

していただいておりますので、これを含め、振り返りをまとめ

つつ、来年度につなげていきたいというふうには考えておりま

す。 

 

わかば包括  わかば包括です。 

 各包括の特徴があるとは思うんですが、実施方針に基づい

て、包括の特徴を取り入れながらやっていけたらと思います

が、わかば包括としては、0次予防の取り組みにすごく重きを置

いているかなとは思っているので、その辺もまた力を入れてい

きたいなとは思います。 
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 あと、先ほどもちょっとお話があったんですけれど、立川市

との連携というところなんですが、私がこの場で言っていいの

か分からないんですけれども、決められた予算の中で、いわゆ

る委託費の中で、各包括支援センターの業務を行っています。

その中で、業務がだんだん増えていくことなく、ちゃんと決め

られたもの、何が包括のやるべき仕事なのかを見極めながらで

きていけたらいいなと思っています。そのためには連携という

のが必要であろうし基幹型を中心に確認し合っていくことが大

切なのかなと思っています。何か気がついたら、漏れていたよ

ねこの仕事、ということがないように、連携しながらできたら

いいなと思います。 

 

さいわい包括  さいわい包括です。 

 この実施方針にのっとって、我々のほうで足りない部分で待

たせている部分等々精査しながら、取り組んでいければと思い

ます。 

 ただ、2025年も間もなくなので、そういう旨で優先順位をつ

けながらやっていければなと思っています。 

 

かみすな包括  かみすな包括です。 

 実施方針では、どんどん増えてきてしまいましたと話されて

いましたが、常に業務負担を考えながら取り組めるようにして

くださっているので、優先順位や地域の方から求められている

ことを主軸にやっていきたいと思っております。 

 

会長  ありがとうございます。 

 この実施方針をこれからしっかりと持っていただいて、やっ

ていただくということで、よろしくお願いいたします。 

 そのほか。 

 それでは、資料４については以上でよろしいでしょうか。 

 では、資料５のほうへいきます。 

 

事務局  資料５は、福祉相談センターの事業実施方針になっておりま

す。本日、福祉相談センターのセンター長が在籍しておりませ

んけれども、次年度の第９期の計画の中で取り扱うかどうかも
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含めて検討したいと考えておりますので、お伝えさせていただ

きたいと思います。 

 こちら、同じように福祉相談センター向けの来年度の事業実

施方針になってございます。 

 ２番ですが、「福祉相談センターの日常生活圏域の中で、地

域アンテナショップの展開をできるか検討してほしい」という

ことを、実施方針の中で上げさせていただきました。 

 こちらにつきましては、前高齢福祉課長からもこのようなご

指示がありましたが、なかなか取り組めなかったところです。 

今年度、福祉相談センターの委託法人が変わったりする中で、

かなり前向きにこういった取り組み、できそうな状況が整いま

したので、先月、地域福祉コーディネーター、地域づくり係の

係長にお願いをしまして、福祉相談センター長に地域アンテナ

ショップの説明などをしていただきました。そうしましたら、

どこの福祉相談センターも、結果的にどうなるか確約はできな

いけれども、前向きに取り組んでいくということで、少しずつ

取り組みが始まったところでございます。 

 第９期の計画の中では、福祉相談センターの在り方につい

て、この地域アンテナショップの運営も含めて考えていく、考

えていきたいと考えております。そして、この福祉相談センタ

ーの在り方について、こちらの地域包括支援センター運営協議

会の中でご検討いただけますとありがたいと思っております。 

 福祉相談センターの位置づけですが、地域包括支援センター

は介護保険法に基づいた設置、福祉相談センターは老人福祉法

の中に基づいた設置になっておりますので、地域包括支援セン

ターができることが、福祉相談センターには法律上できないこ

と、例えば「虐待の対応」ですとか、「直営で総合事業、要支

援の方のプランを立てる」といったことができないとなってい

ます。現在は、総合相談窓口、申請代行の窓口、介護予防教室

の開催、あと各種連絡会などへの参加をお願いをしているとこ

ろでございます。 

 国の動きなんですけれども、ブランチセンターの在り方、も

う少し規制を緩和してできることを増やしていくということを

検討を始めるということになりますので、９期の計画の中に入

れておくと、９期の計画が終わるまでに、今から４年後になり
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ますから、そのあたりが国の方針も変わって、福祉相談センタ

ーができることが増えていくのではないかなという見通しがあ

りまして、来年度、この地域包括支援センター運営協議会の中

での検討・協議の課題の一つとして取り上げられたらと考えて

いるところでございます。 

 そこに併せまして、来年度のこの運営協議会の中に、福祉相

談センターのセンター長をお招き、出席していただいて、福祉

相談センターの話をするときだけでもよいとは思っております

が、そのときには法人の方なのか、福祉相談センター長なの

か、その方たちにも出席していただいて、交えて話合いができ

ると良いと考えております。 

 また、会長ともご相談させていただきたいと思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

 

会長  ありがとうございます。 

 何か皆さんからご意見はございますでしょうか。これについ

てもおおむね納得でしょうか。 

 皆さんうなずいておられます。この方針で進めていただけれ

ばと思います。ありがとうございました。 

 それでは、次第の４番の（４）運営状況と課題分析について

でございます。事務局から説明はありますか。 

 

事務局  資料の６になります。 

 今回は10月と11月のご報告という形になっておりますので、

気になる箇所がございましたらよろしくお願いいたします。 

 

会長  ありがとうございます。 

 皆さんから何かございましたでしょうか。事前にお読みいた

だいたかと思いますが。 

 地域ケア会議でいろいろな幅広い検討がなされておりますの

で、非常に積極的な検討がされているようですね。新しいやり

方になって大分活性化しているようにも読んでおります。読ん

でおりますというのは、私も出席しており、そのように感じて

おります。 
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 Ｃ委員、どうぞ。 

 

Ｃ委員  これはちょっと私の考えなんですけれども、組織と機関のと

ころ、６ページのところで、地域ケア会議の幹事会のところな

んですけれども、このメンバーを見ていると、これに一つ足し

てほしいのは、金融機関。たましんという本店が立川市にある

ので、金融機関に、高齢者の抜本的な対策というのは金融機関

も必要だと思うんですよね。お金の面に関しても。いろんな形

で金融機関もこれから関わってくる問題が多いので、ぜひ立川

市のほうから、たましんさんの本店のそういうできる方がもし

いたら、すぐメンバーじゃなくてもいいですから、何か参画し

て、立川市のためにご協力してもらえないかということをお願

いして、金融機関だったらこういうことができますよと、独り

者の老人の方にはこういうことでバックアップできますよと

か、弁護士さんの先生を紹介できますよとか、こういうやり方

がありますよとか、いろんな我々が分からないことが、お金の

問題では一番大きく年寄りは考えていますので、そこのところ

を、ちょっと金融機関の連携も立川市として考えてほしいなと

思っております。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。 

 何かコメントございますか。 

 

事務局  ありがとうございます。 

 地域ケア会議のあり方について、もう少し、整理し、9期高齢

者介護福祉計画に載せていきたいと考えていまして、オブザー

バー参加していただく際には、きちんと謝礼をお出しできるよ

うになれば、金融機関にも声掛けができるかと考えておりま

す。現在、当運営協議会会長や高崎健康福祉大学の先生にオブ

ザーバー参加していただいておりますが、無償で、ボランティ

ア参加の状態となっています。 

 

会長  ありがとうございます。 

 そのほかはいかが。 
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 どうぞ、Ｅ委員。 

 

Ｅ委員  今、発言するのは、質問とかでいいでしょうか。 

会長  結構です。何でも結構です。 

Ｅ委員  20ページなんですが、２番目の地域課題で、ちょっとかいつ

まんで言えば、家族からケアマネさんが通帳や印鑑を預かって

いったもの。それでというところなんですね。もう私が気にな

ったのは。こういうことというのが、ケアマネジャーさんも預

かっちゃうし、家族も渡しちゃっている現状があるということ

でしょうか。 

 

会長  この事例、ちょっと相談センターなどで分かるかどうか、様

子が分かるという方はいらっしゃいますか。 

 聞いていますか。 

  

かみすな包括  かみすな包括です。 

  

Ｅ委員  すみません。いいです、そんなに詳しくなくて。 

 

かみすな包括  すみません。 

 

Ｅ委員  ここに書いてある範囲で私は知りたかったので、深いこと

は、もう申し訳ない、いいです。 

 今後、ケアマネジャー不足の原因や理由を知り改善をしてい

くわけですから、こういうことを、やっぱり家族が絡み、本人

が絡み、本人が一番、トラブルになるということと、それか

ら、いろんなこういう金銭に関しては、ケアマネさんは絶対に

絡むべきでないというのが私の意見なんです。 

 なので、もしそこら辺の線引きが今ないとか、ちょっといろ

いろ事情があるんですとおっしゃったんですけれども、事情も

超えて、そういうことはやめていただきたいというのが私の意

見です。 
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 ケアマネジャー不足の原因や理由と改善について、話し合い

ますよね。内容を検討してから決めるわけですよね。その中

で、私は一市民としての意見として、こういう意見を聞いてい

ただければいいです。 

 

会長  ありがとうございます。Ｅ委員のご懸念、ご心配事いうの

は、まさにおっしゃるとおりで、その方が認知症かどうかとい

うのは、物すごくこういうときには重要ですし、ご家族の同意

があるかどうかということも重要だと思います。その中におい

て、現状では預からざるを得ない状況というのがあるから、そ

この線引きは大変難しい話ですよね。 

 Ａ委員、一般論として、こうしたケースの場合、どんなお考

えをお持ちでしょうか。現実には預からなければならないとき

もおありなんだろうなと想像しますが。 

 

Ａ委員  そうですよね。先日来言ってきたつもりなんですけれども、

要は一種グレーゾーンの一つですね。30年ぐらい、若い頃から

始めて20年ぐらいケアマネジャーを抱えながら、こういうもの

を負担だと感じながらやっている。辞める方は辞めていってし

まう。要するに、こういった類のケースが多々あります。 

 基本やらないです。僕はやらない。でも、おっしゃったよう

に、やらざるを得ないケースというのがどうしてもリアルには

あります。ですが、目の前に問題があるので、それを処理する

ためにせざるを得ないタイミングというんですか、それがある

のも現実なので、今回のケースがどうかというのは置いておい

ても、お金にまつわること以外も、やはり家の鍵を預かると

か、もろもろいろんなことが実はあって、やりたくないけれど

も、じゃ、ほかにやる人がいないし、僕がやらないとしようが

ないねというのは、もう幾らでも経験しています。でも、ほか

のケアマネジャーさんたちもそうだと思います。それが、僕が

この間から言っているグレーゾーンと呼ばれているもので、そ

れが周知できないので、パンフレット上には。そこのはざまで

非常に苦しいです。この場で言えないことも当然あります。 

 それで、現実としてこういうことはあるんだろうと思ってお

り、認識しています。 
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会長  ありがとうございます。 

 こういうことは可能だということを、まずみんな依然と思っ

ていて、これでいいんだなんていうもの、あえて考えずに、一

般市民としてのご意見があったり、裁判所としてのご意見があ

ったり。 

 私も同じような立場に立たされて、今やらないと、この方は

家賃の振込は遅れる、退去しなきゃならなくなるんだというと

きに、誰もやる人がいないということがあったり、今この人は

これをやってあげないと飢え死にしちゃうということとか、い

ろんなことがあるんですよね。そこが、そういう課題があるん

だということをよく踏まえつつ、ここまではできる、ここから

はできない。そのグレーゾーンをやるんだったら、こういうタ

イミングをしながらやるとか、疑われないようなためにはどう

したらいいのかとか、そういうことが大事なんだなと思います

けれども。 

 Ｅ委員、あとはいいですか。 

 

Ｅ委員  いいです。 

 

会長  Ｃ委員、どうぞ。 

 

Ｃ委員  さっきＡ委員がおっしゃったように、もうグレーゾーンがい

っぱいあるんだと、特にお金の問題でということなので、そう

いうときに、金融機関の人が家に訪問して預かって、家賃だっ

たら家賃を持っていってもらうと。そういうシステムをつくれ

ばいいわけなんですよ。何でもケアマネジャーにお願いすると

いう一般市民も悪いですけれども、そういうあれがないので、

ケアマネジャーに、今、きょう振込だというんじゃなくて、こ

この家庭はもう25日に集金に行かなきゃならないんだという金

融機関が分かれば、彼らは商売ですから、絶対に行ってくれる

んですよね。そうすると、振込のことなどお願いすることもな

くなってくるだろうし、そうやって地域で一歩一歩、各企業さ
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んにもお願いして、ケアマネジャーの仕事のその負担増を減ら

していくということに継がないと、本当にケアマネジャーとい

う人材がいなくなっていくと。そこら辺が大きな問題なので、

やっぱり企業さんにももっと積極的に、立川市のほうからも、

これだけ問題があるので協力してくれないかと。ぜひそういう

形で、いろんな形で、食料品の問題がこういうところに書いて

ありますけれども、まだ少ないんです。お願いする企業さん

が。だから、そういう大きなスーパーじゃなくて、交流の小さ

なところでも、そういうところで関わって地域としてつくって

いけば、ケアマネジャーに買物に行ってくれとか、これを振り

込んでくれとか、そういうささいなことがなくなってくるんじ

ゃないかなと。 

 その辺の仕組みを、みんなでいろんな案を出し合って考えて

いくのがこの協議会だと思うので、ぜひそこのところを各皆さ

んは、センターの人たちも、ただじゃなくて、一市民ですか

ら、いろんなアイデアを持っていると思うので、自分だったら

こういうシステムが欲しかったなというものがあるので、そう

いうものを出してもらって、いろんな会議を進めていくのが僕

は大事かなと思っています。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。 

 Ｅ委員、お手が挙がっていますね。 

 

Ｅ委員  やはり、今度は42ページを読んでいたんですけれども、やは

りケアマネさんの業務、ケアマネの通常業務以外に依頼するの

がすごく引っかかっていて、この内容というのが、デイサービ

スからの依頼で、デイサービス中に意識を失った利用者さんが

いたと。いました。それで、家族の話では、１人で留守番させ

るのは不安なので、お留守番に担当ケアマネさんにいてほしい

ということで、お留守番の役割を受けざるを得なかったという

内容だと思うんですが、こういうこともあるんですか。ちょっ

とこれを読んで、そういうときに人道的とかと言われると、デ

イサービスが言ったのか、それとも家族が言ったのかどっちか

なと思ったら、やっぱり家族が言うんだなというふうに思いま
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す。分かりませんけれども、 

 ただ、じゃ、このときに、こういうときに対処する方法とい

うのをやっぱり考えておくということは必要だと思ったんで

す。こういうケースが初めてだったからここに出てきているの

か、それとも何回もこういうことがあったからここに出たのか

ということで、デイサービス中の、こういう意識を失った、利

用者が意識を失ったときというのは、やっぱりデイサービスの

管轄にいるんだから、デイサービスの方が、やはり看護師さん

とかが、やはりもし家族からの要望だったら、付き添ってあげ

たらいいんじゃないかなというふうに、単純に私はそういうふ

うに思いました。 

 やはりどうしようか、どういうふうに、いつでもこうやって

担当さんが出てくるということは、やっぱり大変だと思うの

で、こういうときにはこういうふうにしましょうとか、そうい

う何か取決めみたいな文言を、やはりケアマネのパンフレット

製作に当たっては、ある程度もうこういう事例があるんですか

ら、こう決めておいたほうがいいんじゃないかなというふうに

思いました。 

 以上です。 

 

会長  お願いします、介護予防推進係長。 

 

事務局  すみません。こちらのセンターですが、先日、通所サービス

事業所連絡会の幹事会がありまして、そちらで確認をいたしま

した。 

 通所の管理者の方にお伺いしたら、こういったケースはよく

あるんですかというお話を伺ったんですが、こんな話は聞いた

ことがないというお話が事業所の皆さんからありまして、実際

にあったケースなんですが、そこの話を聞いていた事業所の皆

さんは、こういったケースは基本的にはなくて、こういった方

はどうされますかというところで、通所サービスの事業者なの

で、看護師が配備されているはずなので、まずはそこで対応す

ると。それがどうしても駄目だった場合は、やむを得ないので

救急搬送を要請すると。ご家族の方に連絡を取って、病院で落

ち合っていただくという調整をするのが基本になるというお話
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で、それが駄目だった場合、ご家族は来られませんとなった場

合は、ご自宅に帰っていただいて、緊急でヘルパーさんを要請

できるか、訪問看護を派遣できるかという調整をする場合は事

業所のほうであるということだったので、基本的な対応として

は、事業所さん、通所の事業所の管理者の皆様の中では、そう

いった優先順位でするのが基本だということは、先日の連絡会

の中で伺っております。 

 ただ、このケースに関しては、事業所の管理者の方なのか、

そのときにいた職員の方なのか存じ上げないんですが、そうい

ったお話があったということで、こういった特殊なケースもあ

りますよということで、こちらへも報告が上がってきたという

ことで、今回認識しております。 

 以上でございます。 

 

会長  はい。 

 

Ｅ委員  それでは、こういう事例があった場合は、デイサービスの看

護師さん、最初、まず。そういうことで決めて、こういうパン

フレットにも載せていただくと分かりやすいと思います。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。 

 まあパンフレットに載せるかどうかは別として、マニュアル

的なものを共有できればと思います。 

 Ｂ委員、どうぞ。 

 

Ｂ委員  いろんな意味で、すごく難しいと思うんですよ。 

 僕は、どの世界でもと言ったらちょっと変ですけれども、グ

レーゾーンというのは少なからずあって、必要なのかなと実は

思っています。あまりにも白黒、今、最近この手の世の中、つ

けたがる部分が、ずっとかえって生きにくいという部分も非常

にあって、どんなにこのパンフレットを、例えばつくったとし

ても、必ずその抜け道じゃないですけれども、やっぱりその一

つ一つの事例というのは、やっぱり同じ事例は絶対にないわけ

ですから、絶対にそこでまた抜け道じゃないですけれども、グ
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レーゾーンというのはこういう場合に出てくると思いますの

で、非常に難しい問題だとは思うんですけれども、そういう臨

機応変といいますか、そういうこともやっぱり、それはどの世

界でもそうかなと、実はうちらの世界でもそういうものは少な

からずあると言ってもいいのかもしれないですけれども、だと

すると必要のなのかなと思うし、仕方がないのかなというの

が、僕は正直な感想です。 

 

会長  ありがとうございました。 

 この件は。 

 Ｃ委員、どうぞ。 

 

Ｃ委員  Ａ委員にちょっと聞きたいんですけれども、こういう問題も

そうなんですけれども、こういう突発的なときに、ケアマネジ

ャーの手当です。時間外手当だとか、そうです、マネー。そう

いうのが、特別手当みたいなものがつくのかつかないのか。こ

れはもう完全のボランティアなのか。２時間待機しているわけ

ですよね、ケアマネジャーが。こういうときに、こういうここ

の家族に請求できるのかできないのかというのが、僕、ちょっ

と分からないので、そういう形で、要はこれはもうちゃんと私

たちの仕事じゃないけれども、２時間こういうことをやったか

ら、形でこういう報酬を請求しますよというシステムがあるの

かないのか。ちょっとそれをお聞きしたいんですけれども。 

 

Ａ委員  結論から言うと、ボランティアです。ただです。ただ働きで

す。 

 ですから、今、Ｂ委員からもお話が、前回の議論でも僕は伝

えたんです。グレーゾーンをなくしたいなんて言っていないん

ですよね、ケアマネジャーたちは。グレーゾーンはあるので、

今後もあり続けるので、それを評価してくださいということで

すね。 

 今おっしゃったように、以前であれば多少の加算はあったん

ですよ。独居加算とか、認知症加算とか。そういう方に対する

ケアマネジャーは、月額の介護報酬にちょこっと加算をします

よと。今はそういうものはないです。ないのはないですね。加
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算は一つもない。特定事業所加算以外は。なのでボランティア

になるんですね。先ほどもろもろのことは行っている。 

 

Ｃ委員  いやいや、僕が聞いているのは、行政に負担、手当をお願い

するんじゃなくて、家族に。 

 

Ａ委員  ないですね。それはできないです。 

 

Ｃ委員  できないんですか。 

 

Ａ委員  はい。契約なので、我々も。介護保険制度に定められたもの

以外は、一切、交通費もないので。 

 ちなみに、余談になりますと、このケースで、救急車で運ば

れたら、Ｂ委員がいらっしゃるので、僕らは病院で２時間待っ

ているだけなんですよ。でもボランティアです。 

 同じように家で待っているか、病院で待っているかの違いだ

けなので。この記載されている内容の差異は。ケアマネジャー

が対応することには変わりはないので、そんなに家で留守番さ

せられたというのはクローズアップする必要はないのかなと。

いずれにせよ我々が対応するということに変わりはないです

し、そこにどうしてもこうしようというのはないですよという

のが、今のご質問の答えだと思います。 

 

会長  ありがとうございました。 

 残り時間も少なくなってまいりましたので、これも常に、今

後も続く課題だということを認識しておきたいと思いますし、

ぜひこういうことで、誰か特定の１人の人が負担を被るとか、

どうしていいか分からなくて難儀をするということがないよう

に、関係者がよく連携し合って、個人の人が困るようなことが

ないようにしていただきたいなと思います。そういう感想だけ

を申し上げて、次に進んでまいりたいと思いますが、よろしい

でしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、次第の４の（５）職員配置についてでございま

す。事務局から説明願います。 
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事務局  資料の７をご用意ください。 

 こちらは令和４年12月現在の地域包括支援センター職員配置

一覧になってございます。 

 たかまつ地域包括支援センターの６番の社会福祉士の方が新

たに配属されたと報告を受けましたので、皆様にもご報告した

いと思います。 

 説明は以上でございます。 

 

会長  ありがとうございます。 

 皆様から何かご質問、ご意見ございますでしょうか。よろし

いでしょうか。 

 どうぞ、Ａ委員。 

 

Ａ委員  質問に答えるだけで、自分からはと思っているんですけれど

も、１つだけ、きょうは総括の振り返りということもあって、

次年度事業のこともあったので、むちゃ振りであるのは承知の

上で言います。 

 今後、５年、10年かけても結構なので、自治体と包括さんの

上での、報酬の、もう施設長や自治長レベルだと思いますけれ

ども、人員配置に関して、とにかく増やしてほしい。そして、

本来厚生労働省は、最初に言っていたとおり、要支援のケアプ

ランは全部包括がやってほしい。居宅介護支援事業所の我々が

委託という形でやるのではなくて、全て一件漏らさず包括支援

センターが担当できる人員配置をどうか目指してほしい。予算

請求や補助金の請求を含めて、何とか包括さんに頑張ってほし

い。 

 実は、それが強いては我々の負担を軽減するので、ケアマネ

ジャー不足も、若干、一助にはなるかなという、ケアマネが辞

めたいという人が、一部少なくなるんじゃないかと期待してい

ます。 

 要支援のケアプランというのは、もうあまりにも、我々がふ

だん担当する要介護のケアプランの次元が違い過ぎて、足かせ

以外の何物でもないんですが、私も10件、15件持っていますけ

れども、どうしてもそこがネックなので、ただ、この人員の中

でそれをやれといっても無理なので、今後５年、10年かけても
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構いません。先ほど事務局が言った人材確保のところも含めて

なんですけれども、何とか、じゃ、包括支援センターは担当で

やっているわけではないので、市との連携の中で、お金のこと

も含めて連携の中でやっていますので、予算請求含めて何とか

考えていただきたいなと思います。切なる、きょうの中でのご

意見です。ありがとうございます。 

 

会長  ありがとうございます。 

 運営協議会として、それは従来も提言してまいりましたこと

ですし、全く今、Ａ委員のご意見、ごもっともだと思います。 

 ぜひとも、５年、10年かけてもいいという、優しいお話をい

ただきましたけれども、本当にそのとおりだと思います。早急

に改善をお願いしたいと思っております。 

 何かたしか、振り返りにもそのようなことが、プランナーを

配置してうまくいっていますみたいことがあったような気がし

たんですが、そういうことを積極的に活用していただきたいと

思います。 

 ほかにいかがですか。よろしいですか。 

 では、次に進んでまいりたいと思います。 

 次第の５の情報交換でございます。事務局からご説明をお願

いします。 

 

事務局  資料８、本日資料配付をさせていただきました「地域ケア会

議テーマ」をご用意ください。 

 前回の地域包括支援センター運営協議会の中で、委員の皆様

から、日頃感じておられる高齢者の課題について挙げていただ

いたものに、事務局で周辺情報を追加したものになります。 

 そしてもう一つ、本日机上配付した「地域ケア会議テーマ」

につきましては、現在、地域ケア会議のメンバーにも、地域ケ

ア会議の中で検討すべき地域課題について挙げていただいてお

りまして、１月20日現在のものになってございます。 

 ナンバーの30番から41番につきましては、この地域包括支援

センター運営協議会の中で挙げていただいた項目です。 

これだけの地域課題がたくさん出てきておりまして、皆様に

お諮りしたい、ご相談したいということがございます。 
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 この中で、地域包括支援センター運営協議会の中で検討する

テーマ、もしくはこのテーマについては、ほかの協議会に検討

を依頼するテーマ、もしくは地域ケア会議の中で検討するもの

と、テーマの中に、カテゴリーとしてはそういうような分類が

できると考えております。 

資料８に取りまとめましたテーマの中から、どのテーマをこ

の運営協議会が取上げていくのかご意見をお願いいたします。 

 

会長  ありがとうございます。 

 いかがですか、皆さん。今の、ご意見が欲しいというところ

ですが、この項目はぜひこの運協でやりたいとか、この項目は

ほかのあの会議体でやってほしいとか、そうやってもどれが適

切なのかとなかなか…… 

 はい、Ｅ委員、どうぞ。 

 

Ｅ委員  資料の８でいただいている14番の権利擁護で、日常の金銭管

理支援というところです。さっき出てきていた、日常の金銭管

理支援ということは、権利擁護はやりたいと思っています。 

 

会長  どこでやると。 

 

Ｅ委員  14番、権利擁護の。 

 

会長  日常の金銭管理支援は。ここでやりたい。 

 

Ｅ委員  はい、そうです。やりたい。ここでやりたいです。 

 

事務局  資料８の10ページに詳細説明があります。 

 先ほど課題に上がっておりましたが、現在、第三者が金銭管

理等をする場合には、「成年後見制度」、もしくは「日常生活

自立支援制度」の利用となっております。 

 その中で、現在、厚労省では、「第3の金銭管理支援」につい

て検討を始めているところです。 

 委員からもご意見があったように「金融機関」が金銭管理支
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援を行ったり、「介護保険事業所」が個人的に金銭管理を行う

のではなく、きちんと仕組みをつくった上で、居宅介護支援事

業所がお客さんの高齢者の方の金銭管理の支援をしても良いの

ではないかと、国が今、モデル事業を全国で始めているところ

です。 

 こちらについては、各区市町村でいろいろな社会資源も違い

ますので、区市町村独自のやり方で進めてよいとなっていま

す。ただ、そのときに、金融機関であっても介護保険事業所で

あっても、信用していないわけではないのですが、高齢者確

認・意思決定がきちんと守られないことがあるといけないとな

っていまして、高齢者と金銭管理支援を行う事業所の間に、

「意思決定支援サポーター」を配置して、金銭管理支援を見届

けるような仕組みを国が考えているところです。 

 立川では、先日も成年後見制度利用促進関連の「中核機関運

営連携会議（福祉総務課、障害福祉課、高齢福祉課、地域あん

しんセンターたちかわ）」がありました。その中で、高齢部門

と障害部門と２つあるので、高齢部門と障害部門は一緒にこの

「新たな第三の金銭管理支援」に取りかからなければならない

かなという話があったのですが、やはり高齢福祉と障害福祉は

全く別のものなので、高齢福祉は高齢福祉で考え始めてよいと

いうような話もありまして、地域包括支援センターと地域あん

しんセンター、弁護士にも入っていただいて、少しずつ、「立

川市にこんな仕組みがあったら良い」というレベルで検討を始

めたところです。 

 副会長から、何か補足があればお願いいたします。 

 

副会長  ちょうどこの国のほう成年後見制度の利用促進、それに応

え、こちらのほうで、今まさにワーキンググループが立ち上が

っていて、私もちょっと、この間、情報提供を受けて、資料を

一部だけ見たんですけれども、まだちょっといろいろ、まだモ

デル事業、私が見たのは愛知県の豊田市ですけれども、ほかは

いろいろ各所でやっているみたいなので、多分そこら辺のモデ

ル事業の成果を今後集約して、何か国のモデル的な、そんなも

のが出てくるのかなと思って、それも見ながら、やっぱりさっ

きＡ委員とか同様なお話と、報告書で見ると、この隙間ですよ
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ね。本当に隙間産業じゃないですけれども、そこがやっぱり必

要で、あと成年後見制度自体は、今後、今みたいに一回使った

ら課題が解決してもずっと使わなきゃいけないとか、そういう

んじゃなくて、もっと柔軟な仕組みになるであろうと。今、そ

れで国のほうも検討していますので、ただ民法の制度なので、

民法では国の基本法の一つなので、基本法の一部というのはか

なり大変で、いろいろな周辺の法律に影響が出てしまいます。

ちょっとそんなすぐにできるわけじゃないんですけれども、今

まあちょっと制度改正が必要かと思って、そんな流れの中で、

この第三の金銭管理支援が動きそう。そこら辺の議論をちょっ

と見極めて、あまりフライングし過ぎてもなかなかたたかれる

かもしれないので、そこら辺もあるかなと思った次第です。 

 

会長  ありがとうございます。 

 Ｅ委員のご意見としては、高齢者の権利擁護と障害者の権利

擁護とを合わせたほうがいいか、高齢者の権利擁護の部分をこ

こでやるべきかと、こういう認識でよろしかったですか。 

 

Ｅ委員  はい。 

 

会長  だから、ここでやると。 

 

Ｅ委員  はい。 

 

会長  福祉総務課が主管で、成年後見制度の利用促進計画を推進し

ていく。その計画を所管する委員会もあるのかと思うんですけ

れども、そこに任せ切りにしないで、高齢者の部分は切り離す

かどうか。こういうご意見ですね。 

 今、副会長からもございましたとおり、時期が今のことかと

いう問題もありますし、それこそ総合的に判断していただい

て、次回の運営協議会で取り上げる考えなのかどうか。将来的

に取り上げることなのかどうか。また、ここの運営協議会の関

連するどこか。どこかといっていいか、先ほど来、センター長

さんとか副会長が入って、ワーキンググループみたいなところ
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でやっていくものを、ここでご報告いただくのかどうか。いろ

んな形態があろうかと思いますので、では、内々の検討扱いと

いう形で、Ｅ委員の意見を聞き取っていただきたいと思いま

す。 

 そのほかの部分は何かございますか、皆さん。ここはぜひこ

こでやったほうがいいと。 

 Ｃ委員、どうぞ。 

 

Ｃ委員  この協議会は、書いてあるように、地域づくりの資源開発

と、それからあと、政策形成をどうやってつくっていくかとい

う問題だと思うんですよね。この会議で、やっぱり地域のいろ

んな問題を掘り下げればもう切りがないと思うので、どうして

この資金開発を進めていくかという、それが大きな会議の目標

なので、もっとそれにコンセンサスを全員持って、来年度の問

題からこの立川市の資源開発のうち、資源というのは何なのか

と、どこに資源があるんだということからたたき台をつくって

いかないと、何か話を聞いていると、ぐるぐる回っているよう

な状態なので、ぜひそこのところを一回整理して、行政のほう

も、また各センターのほうも、何に問題があるのかまず洗い出

してほしいんですよね。それを資金開発、資金のつくりをどの

ようにつくったらいいのかと。そのためには政策形成をどのよ

うに進めていったらいいのかというのがいろいろ出てくるの

で、それを協議会の中で、ぜひもう一度原点に戻って、そこか

らスタート、もう一度、みんなの力や英知を借りて進めていっ

たほうがいいんじゃないかなと思っております。 

 以上です。 

 

会長  ありがとうございます。 

 そのほかございますか。よろしいでしょうか。 

 では、ちょっと大変地域課題を挙げようと思ったら、我々も

たくさん出しましたけれども、ほかの会議体もいっぱい出てい

るようです。これだけ問題意識を持って、いろんな地域課題を

吐き出す、吐き出せるという言葉はちょっと悪いかもしれない

けれども、問題提起ができたということ自体はすばらしいと思

いますし、非常に風通しがいい感じで立川市はなっているんじ
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ゃないかなと私は思っています。 

 何も問題意識がない、やる気もないという組織が多い中で、

非常に立川では高齢者関係の専門職の皆様、専門機関の皆様、

市民の皆様、すばらしいと私は思っておりますので、ぜひこれ

だけ多く出ましたので、ちょっと整理する必要があろうかと思

います。事務局のほうでぜひ、この問題はここがいいと思う、

この問題はあそこがいいと思うということをぜひ整理していた

だいて、これが野ざらしに、棚上げにならないようにしていた

だいて、ここはここ、ここはここという配分の案をお示しいた

だけるとありがたいなと思います。全部が全部ここでやるとい

う話ではないですし、全部が全部ここではやらないという話で

もないと思います。 

 しかし、この問題はあそこでやったほうがいいだろうなと思

うものは思います。16も会議体が、高齢者福祉でもありますし

ね。ぜひ振り分けをお願いしたいと思います。ありがとうござ

いました。 

 そのほか、何かございますでしょうか。皆さん、意見として

はよろしいですか。ありがとうございます。 

 では、事務局にこの問題はお預けしたいと思います。 

 では、時間がちょっとだけ、予定時間を過ぎております。申

し訳ございません。間もなくでございます。何か次の議題はあ

りますでしょうか。 

 事務局、どうぞ。 

 

事務局  本日お配りしました資料の中で、「生活に役立つ社会資源」

をご用意ください。こちらのリストですが、「立川市訪問介護

事業所連絡会」で作成いたしましたので、ご報告いたします。 

 訪問介護事業所連絡会では、かなりヘルパーさんに対して、

介護保険の制度の中ではできないことも、いろいろと頼まれる

ようなことがありまして、そのようなときに、自分たちがやっ

てしまうのではなくて、きちんとやる業者さんなどを紹介した

いということから、このような一覧表ができました。 

 介護保険以外の家事援助サービスや住まいに関すること、ご

み出しに関することなどです。また、訪問理美容に関すること

につきましては、「髪の毛を切ってほしい」とヘルパーさんに
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お願いする方がいらっしゃいますので、ヘルパーさんが切るの

ではなくて、こちらは高齢福祉課の在宅高齢者訪問理美容サー

ビスの事業所に登録しているお店の中で、リストに載せても良

いと協力してくださっている事業所の皆さんをご紹介いただく

ものです。 

 次のページがお買物情報、その他の情報ということで、在宅

歯科診療のご相談窓口ということで載せさせていただいており

ます。 

 こんな一覧表をつくりまして、ケアマネジャーや地域包括支

援センター、地域福祉コーディネーター、訪問介護事業所管理

者の方にお配りをして、ご相談があったときにこういったとこ

ろをご紹介できるようになると良いと思っております。 

 このまま市民にこれを印刷してどんどん配るということでは

なくて、連携先、相談先として活用していただきたいという目

的で作成をいたしました。 

 作成にあたり、すべて掲載許可を取るために電話をかけたと

ころ、ひょんなところでつながりができまして、便利サービス

の９番の御用聞きさんなどは、実はちょうど立川で事業展開し

たいと思っていたという話がありましたので、地域包括支援セ

ンターにつなぎましたら、スマホ教室、教え合い教室に発展し

たという結果も生まれています。 

そのように働きかければ、委員の話もありましたけれども、

企業や商店街など、きちんと応えてくれる人たちがたくさん立

川にはいるんだということを実感しました。 

 報告は以上になります。 

 

会長  ありがとうございました。 

 では、全体としまして、きょう一日で全体としまして、委員

の皆さん、センターの皆さん、行政職の皆さん、どうですか。

委員にこうだったとか、追加で言っておきたいことはあります

か。よろしゅうございますか。 

 それでは、６番、その他の次回日程でございますけれども、

次回は３月28日、午後２時から208会議室で行われますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 では、閉会のご挨拶をお願いいたします。 
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副会長  皆様、お疲れさまでした。本日の運営協議会はこれで終わり

ます。 

 どうもお疲れさまでした。 

 

 


